
新規に単離したビフィズス菌株の肥満抑制効果に
関する研究
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研究の目的・背景：

肥満及び２型糖尿病は生活習慣と密接に関わる疾患である。
近年、これらの疾患と腸内細菌叢の関与が報告されており、
ビフィズス菌は、腸内環境の改善や脂質代謝の改善に寄与
する機能性食品素材として注目されている。しかし、ビ
フィズス菌を関与成分とするヨーグルトの作用はほとんど
が整腸作用であり、新たな機能性ヨーグルトの開発が望ま
れる。ビフィズス菌は、代謝の過程で最終産物として乳酸
の他に酢酸を生成することが知られており、酢酸にはこれ
まで肥満抑制効果があることが示されてきた。これより、
酢酸の機能性に着目し、ヒト乳児糞便由来のビフィズス菌
株の中から酢酸の生成能が高く、乳中での生育性と生残性
に優れたビフィズス菌株を選抜し、実験動物への投与試験
により肥満抑制効果のある菌株のスクリーニングを行った。
その結果、肥満抑制効果が期待できるビフィズス菌株Bif-
15を見出した。そこで本研究では、 Bif-15の菌数による効
果の差とBif-15と同じ菌種であるBifidobacterium longum 
BAA-999との効果の違いを比較検討するために、 それらの
菌株を12％脱脂粉乳に懸濁したものを検体として実験動物
への投与を行い、肥満抑制効果について調べた。
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期待される効果・応用分野：
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Bif-15菌株の菌数を多くしたBif-15M群では酢酸の生成能が
有意に高かった。さらにBif-15M群では体重増加抑制効果が
見られた。Bif-15群では肝臓において脂肪合成系遺伝子の
発現が有意に抑制されていた。ビフィズス菌のいずれの群
においても肝臓での脂肪蓄積の抑制効果が示された。さら
に、腓腹筋では、ミオグロビン遺伝子の発現がいずれのビ
フィズス菌群でも増加していた。SDH活性染色の結果より、
またBif-15ならびにBif-15M群でミトコンドリアのマーカー
タンパク質であるSDHの活性が増加することが示唆された。
以上より、Bif-15菌株には肥満及び２型糖尿病予防に寄与
する機能性が期待できると考えられる。

Water

BAA

1%AA

25

20

15

10

5

0
Water Bif-151%AA Bif-15M BAA

脂肪滴面積

Re
d 

ar
ea

 (m
m

2 )

体重増加量

(g
)

225

200

175

150

125

***

Water Bif-151%AA

Bif-15

1%AA

Bif-15M BAA999

** **
**

**

water 180 ± 12.8 119 ± 2.4 158 ± 9.8 98 ± 5.4

1%AA 135 ± 4.3 106 ± 4.3 127 ± 7.2 153 ± 13.9

Bif-15 179 ± 7.4 115 ± 1.3 133 ± 7.5 129 ± 12.3

Bif-15M 154 ± 9.7 108 ± 3.2 142 ± 7.8 200 ± 49.5

BAA-999 144 ± 4.0 114 ± 1.4 168 ± 3.7 101 ± 20.1
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血液生化学検査
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遺伝子発現解析

Dunnett’s test post hoc by hand p< 0.05 *, < 0.01 ** against-water (n=3-5)

実験方法
実験動物:OLETF rat (Otsuka Long-Evans Tokushima Fatty)

過食により肥満と糖尿病を発症する2型糖尿病モデル動物
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